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1. はじめに 

近年，大学ではペーパーレス化を推進している．ペーパ

ーレス化にともない BYOD端末が導入されている．加え

て，この数年では新型コロナウイルス感染症の影響により

大学ではオンライン授業が導入された． 

しかし，BYOD端末の導入により，授業時間内において

学生による BYOD端末の不適切な利用が問題として挙げら

れる．更にオンライン授業の導入についても問題が存在す

る．オンライン授業の問題点として受講生の学習意欲，受

講態度の低下が挙げられる．その中でも，オンライン授業

の問題点の中でも受講生の受講態度におけるさぼり行為は

特定することが困難であると考えられる．更に，オンライ

ン授業では出席としてサイトにアクセスした後に BYOD 

端末から離れてさぼることも問題として考えられる． 

以上の問題に対し，学習環境に関わらずさぼり行為を防

止し，出席管理の補助を行う必要があると考えられる． 

上記の問題点を解決するために本研究では，周囲の目線

の有無に関わらない学習環境での受講，及び受講時間に

BYOD端末の画面前にいないさぼり行為の防止という点に

重点を置いたシステムの構築を目的とする． 

2. 関連研究 

「ネットワークトラフィックログ及び RADIUS認証ログ

を用いた講義中の通信監視システム」では学内外のトラフ

ィックを複製し，Splankサーバへの転送を行う．転送した

パケットのキャプチャを行い，CSVファイルで出力し，出

力した CSV ファイルを Splankの monitor設定によりデータ 

を統合するサーチ文を定期的に実行する．サーチ文の実行

後，インデックスを更新することで，通信量の多いユーザ

を選出し，授業中の非推奨サイトへのアクセ ス及び受講者

が教室内にいるのかの確認を行うことができる[1]．しか

し，オンライン授業など学外の受講生や学内ネットワーク

を利用していない受講生の通信を検出できない． 

加えて，複数のアクセスポイントが存在する教室では利

用するアクセスポイントによって正確に教室を判定できな

いという問題点がある． 

「Attendance System using Machine Learning-based Face 

Detection for Meeting Room Application」では機械学習を利

用し，認証される出席者のデータを学習データとして取り

込んでおくことで顔認証を行う[2]．しかし，本研究に応用

する場合事前に受講生の顔データが大量に必要になってし

まう問題点がある．加えて，バックエンド処理により認証

のための顔データを通信として流し続ける事になる． 

「QRコードを用いた出席管理システムの開発」では QR 

コードを各座席に設置することで，座席の使用状況を管理

する出席管理システムである[3]．出席状況管理ページでは

授業の基本情報，座席表，出席者リスト，出席情報訂正欄

があり，アルファベットと数字を用い，座席番号を各座席

に割り当てる．受講生は，QRコードを読み取り学籍番号

を出席情報として登録することで出席管理を行う． 

し かし，このシステムでは各座席に QR コードを設置す

る必要があるため，様々な教 室で利用するには膨大な量の  

 

QR コードが必要となる．加えて，このシステムは 対面式

の授業における出席管理には有効であると考えられるが，

オンライン授業 に対応することができない．更に，対面式

の授業であっても QR コードの読み取り を行い，出席登録

を行った後に教室を去る可能性がある． 

3. 提案手法 

3.1 出席管理 

出席管理補助システムとしてログイン管理を行うために 

MariaDB を利用する．あらかじめ授業コードと授業名の組

み合わせをデータベースに登録しておくことで各授業ペー

ジへのログインを行う．更に各授業ページでは授業ごとに

必要となる，授業アカウントの作成を行う．作成した授業

アカウントを用いて授業監視システムへログインを行う．

授業アカウントは各自の学生番号と氏名の組み合わせで作

成し，ログイン画面から作成画面へ移動することができ

る．授業アカウントでログイン後，授業監視システム内で

出席ボタンを押すことでデータベースが更新され，タイム

スタンプにより更新時刻が出席時刻となる． 

3.2 顔検出数測定 

顔検出数測定として授業監視システム上で顔検出カウン

タを設定している．この顔検出システムは一定時間毎に作

動し，Web カメラからの入力で顔が検出されている場合に

カウンタが増加していく仕様となっている．Webアプリケ

ーション上でのカメラアプリは常に動作しているため，顔

検出がされているか，されていないかの判定は常に受講者

側からも把握することができる仕様となっている．受講生

は，各授業の終了時に授業監視システム内に表示されてい

るカウントを送信する必要があり，カウント送信を行うこ

とでデータベース内の顔検出数が更新される．更に顔検出

によるカウントアップは一定時間ごとに作動しているが，

各授業で何分毎に顔検出を行うかのカウントタイムを変更

することができる．カウントタイムを変更することにより

授業毎に最大値が変化するため，カウンタをごまかすこと

ができない仕組みになっている． 

3.3 管理者機能 

あらかじめ管理者としてデータベースに登録しておく事

で，管理者としてサイトにログインすることができる．管

理者画面では受講生の授業アカウントの誤登 録や受講登録

削除時の際に，学生番号と氏名を指定することで，この授

業で登録されている授業アカウント削除を行うことができ

る．管理者画面では，受講生の学生番号，氏名，出欠，出

欠日時，顔検出数を表として確認でき，全受講者の顔検出

数の平均値を表示している．更に顔検出数測定を行うため

に使用するカウントタイムを 1分刻みで変更可能となって

いる．そして管理者画面には出欠リセットボタンがついて

おり，授業終了時に管理者が出欠リセットを行うことで，

顔検出 数及び出欠のステータスを 0及び欠席に変更する必

要がある． 
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4. 実験 

 

図 1:実験期間 

顔検出を何分毎に行うかのカウントタイムを 1，2の 2パ

ターンで実験を行った．実験期間を上図 1に示す． 

まず，実験用の授業概要として授業名テスト，授業コー

ド sampleを作成する．本 実験は同研究室在籍者を対象とし

て実験を行う．各受講者はテスト授業における授業アカウ

ントの作成，顔検出画面へのログイン，出席及びカウント

の送信を行う．本実験は日時，実験内容を変更し計二回行

う． 

1. テスト授業においてカウントタイムを 1 に設定するこ

とで顔検出を一分ごとに行う． 

2. テスト授業においてカウントタイムを 2 に設定するこ

とで顔検出を二分ごとに行う． 

4.1 実験結果 

今回の実験では，同研究室在籍者 5 名を対象とし実験を

行った．管理者画面で得た実験結果を以下の図 2 に示す．

動作としてアカウント作成，出席管理，日時 が正常に反映

されていることがわかる．顔検出も正常に行われている．

実験 1での顔検出数の平均値は 43.3 となっている．実験 1 

での受講時間の約五割の時間を 認証できたことがわかる． 

 
図 2：カウントタイム 1 の結果 

今回の実験では，同研究室在籍者 6 名を対象とし，実験

を行った．管理者画面で得た実験結果を以下の図 3 に示す．

動作としてアカウント作成，出席管理，日時が正常に反映

されていることがわかる．顔検出も正常に行われている．

実験 2 での顔検出数の平均値は 26.3 となっている．実験 2

での受講時間の約六割の時間を認証出来たことがわかる． 

 
図 3：カウントタイム 2 の結果 

5. 考察 

実験 1では，カウントタイムを 1に設定することで一分

に一度顔検出を行った．実験結果として顔検出数の最小値

は 17，最大値は 80，平均値は 43.3となった．実験 2で

は，カウントタイムを 2に設定することで二分に一度顔検

出を行った．更に，授 業により受講生が変更することを考

慮し，実験者数の増加を行った．実験結果として顔検出数

の最小値は 7，最大値は 42，平均値は 26.3 となった．実験

結果の顔検出数のばらつきはマスクの有無によるものであ

ると考えられる．マスクをしている人の中でも，鼻を出し

ている人は比較的精度が高く，鼻が出ていない人は精度が

悪くなっている．これは，顔のランドマークによって顔検

出を行う faceLandmark68Netによる影響であると考えられ

る．実験 1と実験 2の結果を比較すると顔検出数の ばらつ

きが大きくなるのは実験 1であることがわかる．顔検出の

精度が完全では ないため，顔検出を細かく行うことで差が

大きく開いてしまうことがわかる． 

6. 評価 

 

図 4：関連研究との比較 

本研究のみがオンライン授業及び対面の双方の授業形態

に利用することができる． 

また，顔認識ではなく，顔検出をフロントエンド処理で

行うことでトラフィックを抑えることができる． 

しかし，顔検出の精度については学習し，本人を見分け

ることができないことから劣っていることがわかる． 

7. 今後の課題 

今後の課題として，顔検出数がどの程度であれば積極的

に授業に参加しているかの尺度は授業内容により異なる

為，授業管理者に一任することが挙げられる． 

加えて提案手法では顔検出数入力，及び送信を受講生に

一任している． 

この課題を解決するためには，今後授業終了時にカウント

の自動送信を行う必要がある． 
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